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A Compton camera with a double photon emission coincidence detection method can improve the signal to noise ratio 

more than the conventional method. In this study, we applied this method to the multiple nuclide imaging. We will report 

on experiment results of the multiple nuclide imaging. 
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1. 緒言 

近年、医療分野や原子力分野において、広いエネルギー範囲のガンマ線源の分布測定技術が求められてい

る。コンプトンカメラはガンマ線イメージング技術の一つであり、広いエネルギー範囲にも対応可能である

が、SN比の低さや奥行き方向の分解能が問題となっていた。そこで我々は 134Csや 60Coといった複数のガン

マ線を同時に放出する核種を対象として、複数のコンプトンカメラでガンマ線を同時計測することで SN 比

を向上させる手法[1]によるコンプトンイメージングについての研究を行っている。本研究ではこの手法を多

核種イメージングへ適用させ、その有用性を検証した。 

2. 実験方法 

	 2台のコンプトンカメラを線源から 60 mm離れた位置に対向に設置し、複数線源の同時撮像を行なった。

コンプトンカメラは Ce:GAGGシンチレータと SiPMを組み合わせた 8×8アレイの散乱体と吸収体で構成さ

れている。結晶サイズは散乱体が 5×10×10 mm3、吸収体が 10×10×10 mm3である。各チャンネルの SiPM

からの信号は dynamic Time over Threshold (dToT)法[2]を用いて並列に処理し、エネルギーを取得した。また、

同時計数のため、2台のコンプトンカメラのデータ取得ボードに外部から同期信号を入力した。 

3. 結果 

	 図 1 に 2 つの 22Na 点線源の同時撮像結果を示

す。左が単光子による再構成結果、右が二光子同

時検出による再構成結果である。𝑥 = 30 [mm]の

位置に 397 kBq、𝑥 = −20[mm]の位置に 125 kBqの

点線源を置き、150分間測定した。二光子同時計測

により、より鮮明な画像が得られ、SN比は 397 kBq

の線源に対し 2.92から 6.40、125 kBqの線源に対

し、1.80から 3.60に向上した。	

4. まとめ 

	二光子同時検出法により 2つの 22Naの点線源の同時撮像を行った結果、SN 比が向上し、より鮮明な画像が

得られた。発表では 22Na、134Csの点線源の同時撮像結果についても報告する。	
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図 1 : 2つの 22Na点線源の同時撮像結果(左:単光子、
右:二光子) 
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